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龍谷大学ボランティア・NPO活動センター規程

(設 世)

制 定平成13年3月1U 

一部改正平成151~5月15n
平成17年7月21上l
平!主19年9月2711

第1条 本学:にボランテイア .NPO活動センター(以下 「センターJという。)をlnく。
(制的)

第2条 センターは、世帯IJを目的としないボランティア活動を通じて、相互に学び合うサービスラーニングとい

う共生の理念をJ~.現化し、本学の教育研究に寄与-する こ とを目的とする。

(ll~ 業)

第3条 センターは、前条の目的を遂行するために、次の事業を行う。

(1) ボランティア .NPO活動を通じた人材育成及び教育支援に|刻する事項

(2) 本学の教Tt研究活動とボランティア .NPO活動との連携に関する事項
(3) 本学の教育研究に相応するボランティア .NPO活動の環境整備に附する事項

(4) その他、 ボランテイア.NPO活動センター委員会が必要と認めた事項

(役)1，世者)

第4条 センターに、次の役職者を世く。

(1) センター以 i名

(2) 削センタ一長 2名

(センター長)

第5条 センター長は、センターの業務を統括し、センターを代表する。

2 センター長は、専任の教育脱1~の中から、学長が指名する。

(1，制センター長)

第6条 日IJセンター:民は、センタ-:1えを補佐し、センター長が事故ある場合又はセンタ-:1えが欠けた場合は、セ

ンター:1是の服務を代理又は代行する。

2 別センター長は、 J.lj任}峨uの'1'からセンター長が推薦し、 学長が委l属する。
(委U会)
第7条 センターは、第3条に規定する )l~業を五ß'gOするために、ボランティア 'NPO 活íf!hセンタ一安n会(以下 「委

μ会Jという。) を世く。
2 委μ会の桃成は、次のとおりとする。

(1) センタ一長

(2) 副センターjえ

(3) センタ一民の被服する専任総μ 若干名
(4) センタ -Jl~務剖1:1え

3 受口会は、必~:に}.i:;じて委日以外の者の出席ーを求め、その意見を聴くことができる。

任期)

第8条 センター長、 loilJセンター長及び委員会委日の任期は2年とし、再任を妨げない。

(委U会の招集)
第9条 委只会は、センター以が川県し、議長となる。

( ' l ~業報告)
第1叩O条 セン夕一長は、セン夕一が3実E施した司事E柴について、f勿可
PlドL 務)
第11条 センタ ーの~lf.務を処理するために、ボランテイア . NPO 活動センター耶務部 (以下「センタ一事務部」

という 。)を li'，~く 。

120 

2 センタ-!Ji.務部に、必嬰な事務l俄Uを1llく。

付則

この鋭税は、-1'-11比1311"4月l日から施行する。

付則 (平成 1 5年5)~15日第11条改正)
この規松は、平成1511::4月lL1から施行する。
付則 (抄)(平成17年7月21LI題名、第I条、第3条、第7条、第11条改正)
この鋭税は、平成17{P月21日から絡行する。
この規程は、.'1'1ぷ19{f'.10月l円から施行する。



2015年度 龍谷大学ボランティア・ NPO活動センター名簿

センター委員

伊達 浩悲 (センター長経済学部 ・教綬)

筒井のりチ (高IJセンター長社会学f';jl.教授)

松永 敬子(副センター長経営学部 ・教授)

和111 恭幸(文学部 ・教授)

松山泰l協 (経済学部 ・教授)

河合 美香(法学部・教授)

北川 秀樹(政策学音11・教授)

遊j書 正秀 (理工学部 ・教授)

カルロス Yl.R.D(同|祭学部 ・教授)

ql川 千平(1見学部 ・講師)

加藤 博史 (短期大学部 ・教授)

格本普規 (REC事務部課長)

旺l中 秀樹 (学長室広報課長)

村聴 幸司(学生部謀長)

事務局

大石 洋史 (センタ一事務部長)

平井 良平11(センタ一事務部課長)

竹田 純子(コーデイネーター)

wJl$ 珠江(コーデイネーター)

上手 礼子 (コーデイネーター)

古i事登美代 (コーデイネーター)

学生スタッフ (2015年度計77名)

〈深草キャンパス 77名〉

凹rl'奏多(文学4) 田中典子(文学4)

山本富美子 (文学4) 田部 期 (経常4)

山下 凌司 (凶|祭4) 石野遼平 (文学3)

藤!凪 7E太 (文学3) 松本惇宏(文学3)

県i頓 智加 (経済3) 佐野 事故(経前3)

藤野 {憂祐 (経済3) 松本健太郎 (経済3)

岩本奈子 (法学3) 白土奈央 (法学3)

山口)~由子(法学3) 依田 匡史 (法学3)

永FrI 紗瑛 (政策3) 西川 浩由 (国際3)

樋口 明j香 (1王I1際3) 余根回 数(間際3)
不オ本ミ 直樹 (文学2) 上野 23.(経i汗2)

春名苑佑 (経済2) 馬庭損斗(経済2)

新川 u大(法学2) 石川 真帆 (法学2)
.lf.fJ本望海 (法学2) 三戸部香帆 (政策2)

川村 愛呑 (凪|按2) 竹村 祐希 (国際2)

江Jゐ 美紀 (文学1) 坪下 大介 (文学1)

藤原 純(文学1) 鴻池 遼 (経済1)

山田 其己(経済1) 伊藤万事J(経営1)

森本 if;石J(文学4) 山口 駿(文学4)

hl野 ??子(政策4) 池田 美優 (国際4)

小凶 美紀(文学3) 中北 梢 (文学3)

梅川朔太(経済3) 木谷湖太 (経済3)

中村 太紀(経済3) 福井賞登(経済3)

山本 期(経済3) 小山 由貿 (法学3)

中村・ リ)介(法学3) てr-:舗民子(法学3)

今~I: U1肌 (政策3) 祐季(政策3)

盟f'U 幹 (医|際3) 州I~I 健吾(国際3)

rnノJ'.催)'(:.(文学2) 永翁ふみな(文学2)

if!illlf' 枠l~lI (経済2) 津田 新i少 (経済2)

際問 持 (経i斉2) 米山其奈美(経営2)

大矢 ;iIOC.ι (法学2) 田ql敬子(法学2)
南山 怖紀(政策2) 小川 諒也 (国際2)

凹村 奈生(1主|際2) 三輪可ガ11子(国際2)

西岡山住 r(文学1) 延安美莱(文学1)
長出雄大(経済1) 原 弘樹(経済1)

江上 存菜(経営1) 辻 祐児 (法学1)
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2015年度活動概要第二部

日野萌絵子(法学1) 西山大樹 (政策1) 乗矢隆良(政策1) 松坂判彰(政策1)

矢野龍平(政策1)

〈瀬田キャンパス 55名)

小川 来事ft・(社会4) 越智述也 (社会4) 口分田知佳 (社会4) 小林陽太 (社会4)
辻村 圭祐 (社会4) 仲田 匡志 (社会4) 西本史佳 (社会4) 林 ま11輝(社会4)

山内康平(社会4) 西村若奈(理工3) 野中 美華(理工3) 山崎あかり (理工3)

小牧裕美(社会3) 中川 真実(社会3) 稲田七海 (社会3) 岡本能吾(理工2)

川向ひかり (J.ill工2) 後藤和成 (理工2) 清水謙汰(理工2) 首藤諭志 (到!工2)

l封川智也 (理工2) 中川 涼太 (理工2) 松尾拓JL(理工2) 矢橋耕助 (理工2)

波溢祐1.1.(理lT2) ~Iニ筒 智沙 (社会2) 大谷征志 (社会2) 柏JJJ 悲 (社会2)

佐久間涼 (社会2) ilE間 美穂(社会2) 長友沙樹 (社会2) 中原 苗 (社会2)

'-1:1村香菜(社会2) 橋本直樹(社会2) 楠納知香(社会2) 古元香織(社会2)

i{;長 i事品也 (四[]~2 ) 三坂悠太 (週!工2) 香古屯也 (型li工1) H.1川秘)]{圭(:.rul工1)

1~f旧屯司(租!工1) 多田涼太(迎工1) 付I上品希(理工1) 松路公紀(Ji日工1)

宮崎義己(理工1) 矢野佑膳(迎工1) 山内辰太郎 (理工1) 川上市街・(社会1)

福山 Zi.EF(社会1) 藤村ー 一樹 (社会1) 山本加奈(社会1) 河野沙織(出1)

川辺笑手11(出1) 松下実代 (段1) 森岡尋仁 (J~l )
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崩
れ
の
恐
れ
が
あ
る
。
早
一
い
」
と
癒
し
て
い
た
。

を
受
げ
、
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
一内
に
募
金
箱
を
置
く
。

一

寺
院
な
ど
か
ら
聞
い
↑
技
況
を
れ
、
政
府
の
支
援
も
届
い
て
い
一
期
の
復
興
が
必
袈
」
な
ど
と
呼
一

(

桑
波
図
仰
太
)

温
か
さ
が
希
望
、
心
の
支
え

b
h一駅凶
T

り
L
E
手
白
、
お
昆
レ
ー
ご
之
内
山
内

ふ
h
H
剖
胡
F
f
υ
‘

t
'戸
王
サ
制
万

2
，4

，pu
・，恒川
umu

来
日
本
大
緩
災
仰
m思
議
筈
ノ
ォ
1

ラ
ム
弱
蹟
に
筏
り
m
ゆ
っ
」
が
ロ
日
、

京
都
市
伏
見
区
の
興
合
大
で
側
か
れ

た
。
滞
波
被
咽
出
を
受
げ
た
宮
線
虫
匂

巻
市
の
生
政
省
や
大
学
関
係
者
ら
を

招
い
た
パ
ネ
ル
対
論
が
あ
り
、
被
災

地
の
現
状
や
復
興
の
幾
レ
さ
に
つ
い

て
考
え
た
。

震
災
が
謬
じ
た
2
0
1
1年
か

生
中
ラ
ン
テ
ィ
ア
柄
掘
削
轟
mり
て
い

る
同
大
学
が
キ
献
し
、
約
2
0
0人

が
鯵
加
し
た
.
伊
集
た
ち
が
活
動
を

絞
り
返
り
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
作

淑
の
戸
昇
光
太
さ
ん
が
紛
糾
荘
。

石
川
さ
ん
は
民
災
似
絡
の
以
体
的
耳

問
所
で
の
取
材
を
阪
り
返

ο、
「
治

体
に
対
レ
五
き
な
が
ら
お
絞
を
あ

蝶日本大風災からの復興や暫定災地の現状をテーマに

したパネル討鈴(J買衛門1伏見区・胞谷大}
・.
主

.. 

伏見・東日本大震災支援フォーラム
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現状、難しさ考える
げ
る
例
似
や
、
亡
く
な
っ
た
亦
ち
ゃ

ん
の
気
持
ち
fど
代
弁
す
る
さ
つ
に
阿

波
に
お
レ
か
け
る
仙
完
庭
生
首

の
方
が
い
た
」
と
紹
介
・
「
人
聞
は

必
し
み
の
中
で
は
生
き
て
い
け
な

い
.
被
災
者
は
そ
う
い
っ
た
温
か
さ

事
詩
史
に
し
、

心
の
支
え
と
し
て
生

1

き
て
い
く
の
で
は
な
い
か
」
と
活
つ
川
げ

た
・

崎山叩

パ
ネ
ル
一
留
で
唯
一
安
露
六
指

の
隔
世
田
路
必
h
H
や
縫
M
m
硯
生
問
販
売
]
広
州

協
同
組
合
の
商
栂
頼
緩
さ
ん
、
飽
谷

大
の
差
ら
が
敬
災
地
の
今
と
貿

抗

の
在
り
方
を
』
F
J
えた。

川

腹
開
学
長
は
「
貨
に
は
護
羽

幻

嘩
刊
か
か
る
と
川
刷
っ
て
い
る
の
で
、
巡
礼

跡
員
合
を
削
か
れ
る
の
が
一
混
同
州
民

だ
。
ト
ラ
ウ
マ
や
綬
済
的
な
闘
で
、

m

就
学
や
泡
や
で
き
な
い
人
が
い
る
」

2

と
必
し
た
・
協
同
制
さ
ん
は

「防
m
M

の
外
出
両
は
、
泌
と
と
も
に
結
審
て
き

事
担
元
住
民
の
生
活
に
は
そ
ぐ
わ
な

い
・
飲
郷
が
六
き
く
変
わ
受
正
し

て
い
る
こ
と
に
治
似
し
て
い
る
」
と

述
べ
た
・

(

後

麟

創

平

)



花
重
'
に
惣
つ
興
会
事
覧
H
大

m
m欄
回
大
江
町
制
谷
の
飽
谷
穴
で

↑

l
l
A
4
u
 

発
明
叩
放
で
滋
鰍
す
る
人
た

ち
の
仮
級
住
宅
を
二
月
下

旬
に
四
日
間
、
回
っ
た
と

い
い
、
社
会
学
部
の
筒
井

の
ロ
サ
教
授
は
「
大
人
た

ち
が
盛
ん
に

『無
知
は

仰
』
と
宮
っ
て
い
た
」
と

卵
管
。
阪
同
開
の
又
地
務
認

め
、
管
制
を
W
A
穏
に
任
せ

き
り
に
し
た
こ
と
に
自
貨

の
念
牽
想
え
て
い
る
人
が

多
か
っ
た
と
い
う
。
紡
附

図
の
学
生
代
荻
で
溜
工
学

部
二
回
生
の
田
川
智
聾
。

ん
は
「
現
地
を
肪
れ
、
悩

ん
で
い
る
人
の
絡
を
附
い

刑川

て
初
め
て
理
解
で
き
る
と
刑

学
ん
だ
」
主
主
。

即

発
生
時
刻
に

鎖

中

涙
で
冥
福
祈
る

延

暦

寺

譲
悶
一

!u日本大震災から5年を迎えた11
回、県内の寺院や大学で、市民や県

内に滋雌する被災者が犠役者を仰み

つつ、復興を願い祈りをささげた。

同じ隊創を繰り返さぬよう、自治体

では馴島I!で例えを確かめた。

第二部2015年度活動概要

鎮
魂

弘

聞

東
日
本
大
震
然
自
興
支
一
ん
(
詑

)
U穴
阪
府
盤
刀
新

霊
山
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
取
り
市
H
は
「
災
獲
に
仰
え
る

胡

組
む
関
谷
大
ボ

-7ノ
テ
ィ
一
に
は
地
域
の
つ
な
が
り
を
京

ア

-N
P
O活
動
セ
ン
タ
石
昆
か
ら
つ
く
る
こ
と
が

ー

φ学
生
ら
が
却
目
、
大
一
大
切
だ
と
匁
鼠
し
た
」
と

湾
市
役
所
で
岬
旭
町
英
市
長
一
説
明
。
大
路
市
に
対
レ
、

に
活
動
内
容
を
報
告
し
一「
大
学
生
が
、
地
域
の
人

た
。

一

と
と
も
に
飢
え
る
仕
組
み

同
大
学
の
出
ん
{ら
は
2
一が
あ
れ
ば
よ
い
の
で
は
」

0
1
1年
6
月
か
ら
昨
年
一と
提
案
し
た
。
越
市
長
は

m月
草
告
白
回
、
延
べ

一「
地
域
仲
良
と

一体
に
な

4
6
6人
が
笛
減
県
石
巻
一
っ
て
訓
縦
な
ど
が
で
き
る

市
に
入
り
、
が
れ
き
撤
去
一
よ
・
品
討
し
た
い
」
と
応

や
地
元
仲
良
と
の
交
流
会
一
じ
て
い
た
。
(小
川
点
宏
)

な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
一

取
り
組
ん
で
い
る
。
今
年
一

2
H
nに
は
、
術
品
県
飯
桁
一

村
や
南
相
山
両
市
な
ど
で
も
一

体
民
か
ら
現
状
を
刷
き
取
一

る
紙
調
を
行
っ
た
。

翠
同
会
で
、
同
セ
ン
タ

ー
噌
生
ス
タ
ッ
フ
代
表
で

新

3
年
生
の
問
川
利
也
さ

大
涼
市
役
所

東北支援現地での学び報告

潟大生らrj也戚のつながり大・JcJ

2016年3月12日

手持抗議空襲警i棋会開
AijjS3時事;iizjR
hZL23奪。在55空襲f府大口た

わ
せ
歌
つ

習慣日本大震災復興支援ボランティアの活動
内容を報告する荷量谷大学生ら(大f世間四(1)

ボランティア .NPO 活動セ

20161:1三3月30日

上記新1m以外にも以下のメディアにおいて、本学学生やl隊員が出演し、

ンターのi舌励を紹子「しま した。

名番組

イフeロケ 785

マスコミ名

えふえむ草津(金)

付

1月8日

円

2016年
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・ 深蕊キャンパス

干 612・8577 京都市伏見区深草塚本町67

TEL 075・645.2047 FAX 075・645・2064
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